
白川中学校閉校式　～72年の歴史に幕～

未来へつなごう「白川魂」未来へつなごう「白川魂」

思い出（立志登山）
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月
16
日
、白
川
中
学
校
で
閉
校
式・

閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
卒
業
生
や
歴
代
校
長
、
白

川
地
区
の
住
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
出

席
。
式
で
は
、杉す
ぎ
山や
ま
孝こ
う
一い
ち
校
長
が
、「
閉

校
は
惜
別
の
極
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
先
輩
方
が
ど
ん
な
困
難
に
も
屈

す
る
こ
と
な
く
夢
に
向
か
い
、
志
高
く

ま
い
進
し
て
き
た
白
川
魂
を
持
ち
、
輝

か
し
い
未
来
へ
の
活
力
に
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。校
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

同
校
父
母
教
師
会
佐さ

藤と
う

ゆ
か
り
会
長

が
、「
今
年
度
、
生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ

ま
な
大
会
で
好
成
績
を
上
げ
、
白
川
の

名
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
感
動
を
も
ら
い
保
護
者
に
と
っ

て
も
特
別
な
１
年
に
な
り
ま
し
た
」
と

来
賓
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
生
徒
代

表
の
平ひ
ら

間ま

綾あ
や

音ね

さ
ん
が
、「
こ
の
白
川

中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
若

竹
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
を
持

っ
て
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
新
た
な
伝
統

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
最
後
に
校
旗
が
市
へ
返
納

さ
れ
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
在

校
生
に
よ
る
白
川
ソ
ー
ラ
ン
や
、
卒
業

生
に
よ
る
学
校
で
の
思
い
出
ス
ピ
ー
チ

の
披
露
な
ど
、
出
席
者
は
学
校
の
長
い

歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

２

▲閉校記念式典の最後に、参加者全員で
「ふるさと」を歌い、長く親しんだ学
校との別れを惜しんだ

１_杉山校長によるあいさつ　２_生徒を代表して前生徒会長の平間さんが、感謝の気持ちや白川中で培った経験、これからの決
意などを述べた　３_白川中学校の校旗が校長と在校生代表から半沢芳典教育長（中央）に手渡され、最後は山田市長へ返納された
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思い出（学校生活）

思い出（孫の手作り）

思い出（巣箱作り）

思い出（ソフトテニス）

記念碑除幕式

講演会

白川ソーラン
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